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 第８期介護保険事業計画に記載の内容 令和５年度実績

 
区分 現状と課題

第８期における 
具体的な取組

目標 
（事業内容、指標等）

第８期

計画 
掲載 
ページ

実施内容 自己評価 評価理由 課題と対応策

 ①自立支援・介

護予防・重度化

防止

高齢者が健康に暮らしてい

くためには、一人ひとりが

介護予防に対して、積極的

に取り組んでいくことが大

切です。健康づくり・介護

予防の重要性の広報・周知

に力を入れるとともに、要

介護・要支援状態になるこ

とや要介護状態の悪化を予

防し、できる限り健康な生

活を送れるよう、自らが健

康の維持を心がけ、介護予

防に積極的に参加できる環

境づくりに取り組みます。

①介護予防教室の推進 
 
 
 
 
②地域介護予防活動支

援事業の推進 
 
 
③健康づくりの推進 
 
④通所型介護予防事業

の実施

①ふまねっと運動等の運 
動教室、管理栄養士に 
よる栄養教室の実施 

 
②ねんりんピックの開催 
 
③健康診査の受診勧奨、

高齢者の歯科健診 
 
④基本チェックリストを

積極的に活用し、運動

器機能や口腔機能の低

下を防止する。

45-46 ①ふまねっと運動は高齢者サロ

ンで月 1回定期開催。栄養教室

は感染症の影響により中止、音

楽健康指導士による体操教室

の実施。 
②ねんりんピック事業について

は「高齢者運動会」や、数年ぶ

りに「いきいき芸能まつり」を

開催。 
③後期高齢者の歯科健診事業を 
継続実施。 

④総合事業の通所介護に移行の

ため、通所型介護予防事業は廃

止している。

一部実施を

見合わせた

ものもある

が、介護予防

教室や検診

事業等を概

ね行い、目標

を達成する

ことができ

た。

ふまねっと運動につい

ては高齢者サロンにて

全 12 回、音楽健康指導

士による体操教室につ

いて１２回実施。また、

中止していた「いきい

き芸能まつり」を開催

するなどねんりんピッ

ク事業は延べ約 2,000

名参加。

開催事業については、

コロナ前と比べ参加人

数に伸び悩む所であ

り、市民ニーズに対応

した取組みを考えて事

業展開する必要があ

る。 
市民力向上ためにも、

より多くの市民が参加

できるような取組が必

要と考える。 

 ②給付適正化 介護保険制度の定着につれ

て提供されるサービスの一

部について必ずしも利用者

の自立支援に役立つものと

されていない事例や介護事

業者による不適切な請求事

例等も認められる状況を背

景として、国は介護サービ

スについて制度本来の趣旨

に沿った提供が確保される

よう、介護給付の適正化の

取り組みを推進していま

す。この取り組みは急速な

高齢化の進展に伴い、支援

を必要とする高齢者の方も

今後増加することが見込ま

れる中、利用者の方に対す

る質の高い介護サービスの

提供とともに、不適切な給

付を改善することを通じ、

介護保険制度の持続性を高

めることにも繋がります。 

①要介護認定の適正化 
 
②ケアプランの点検 
 
③住宅改修・福祉用具の

点検 
 
 
 
 
④縦覧点検・医療情報と

の突合 
 
⑤介護給付費の通知

①要介護認定申請にかか

る調査票について事後

点検を実施。 
②ケアプランの点検を実

施し、利用者に対する

質の高いサービス提供

を通じた介護給付の適

正化を図る。 
③住宅改修・福祉用具の

給付適正化のため、申

請内容の綿密な審査及

び申請者に対する助言

や指導を行う。 
④北海道国民健康保険団

体連合会と連携し、複

数月にまたがる請求明

細書の内容を確認し、

サービスの整合性の点

検を実施。医療保険の

入院情報と介護保険の

給付情報を突合し、重

複請求の有無の点検。 
⑤ハガキにより通知

62-63 ①委託分を点検（20 件） 
 
②年間 13 件 
 
③軽度の要介護者にかかる福祉

用具貸与品目一覧表（提出書類

との突合、事業者等への確認）、

居宅介護支援再請求等状況一

覧表（内容確認） 
 
④全件実施（49 件） 
 
 
⑤年間 1,063 通

目標どおり

達成。

国の「介護給付適正化

計画に関する指針」に

基づく主要５事業につ

いて概ね目標どおり事

業を実施した。

適切な給付に繋がって

いることから現状のま

ま取り組んでいく。


